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しました。
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年
頭
ご

年
頭
ご
あ
い
さ
つ

あ
い
さ
つ

根
羽
村
長

大
久
保

憲

一

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
四
年
の
新
春
を
迎
え
、

村
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

日
頃
か
ら
村
政
に
対
し
ま
し
て
、

ご
理
解
と
ご
支
援
を
頂
い
て
お
り

ま
す
こ
と
に
、
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
統
一
地
方
選
挙

に
お
き
ま
し
て
は
、
村
民
の
皆
様

の
温
か
い
励
ま
し
と
、
ご
推
挙
に

よ
り
ま
し
て
、
新
た
に
村
政
を
担

わ
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
本
年
も
村
民
の
皆
様
が
、
安

心
し
て
、
安
全
に
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
の
た
め
、
皆
様
と
一
緒
に

な
っ
て
、
元
気
で
明
る
い
村
づ
く

り
を
進
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
、

Ｅ
Ｕ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
圏
を
中
心
と
し

た
世
界
経
済
の
減
退
や
、
タ
イ
の

洪
水
被
害
に
よ
る
経
済
活
動
へ
の

打
撃
、急
激
な
円
高
の
進
行
な
ど
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
経
済
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。
一
方
国
内
で
は
、

「
三
・
一
一
東
日
本
大
震
災
」、
栄

村
を
中
心
と
し
た
「
長
野
県
北
部

地
震
」
や
、「
福
島
原
子
力
発
電

所
事
故
に
伴
う
放
射
能
問
題
」、

異
常
な
雨
量
を
伴
っ
た
台
風
の
相

次
ぐ
襲
来
な
ど
、
自
然
災
害
が
多

発
し
、
多
く
の
尊
い
生
命
が
奪
わ

れ
る
な
ど
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
想
像
を
絶
す
る
大
災
害

が
全
国
で
多
発
し
た
年
で
あ
り
ま

し
た
。
幸
い
に
も
当
村
で
は
大
き

な
災
害
等
も
な
く
、
比
較
的
平
穏

な
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
全
国
で

の
痛
ま
し
い
災
害
を
目
の
当
た
り

に
し
て
、
改
め
て
日
頃
の
防
災
対

策
の
充
実
と
、
防
災
意
識
の
高
揚

が
必
要
で
あ
る
の
か
、
再
認
識
し

た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
中
で
、
村
で
は
改
め
て
危
険
個

所
の
把
握
と
、
地
域
毎
の
安
全
な

避
難
経
路
の
把
握
を
す
る
た
め
、

新
た
な
防
災
マ
ッ
プ
の
整
備
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
早
期

に
完
成
さ
せ
、
災
害
に
関
す
る
情

報
の
共
有
を
図
り
、
よ
り
一
層
安

全
な
地
域
づ
く
り
対
策
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
当
村
の
平
成
二
十
三
年

を
振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
、
統
一

地
方
選
挙
の
実
施
や
、
併
せ
て
議

会
議
員
の
定
数
が
十
名
か
ら
八
名

に
減
員
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
大

き
な
変
化
が
あ
っ
た
年
で
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
の
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
開
始
に
併
せ
て
、
村

内
の
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

整
備
が
完
了
し
た
こ
と
、
子
育
て

に
関
す
る
様
々
な
応
援
を
す
る
た

め
の
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
開
所
、
信
州
大
学
農
学
部
と
の

産
業
振
興
や
人
材
育
成
を
目
的
と

し
た
「
事
業
連
携
協
定
」
の
締
結
、

森
林
整
備
の
促
進
と
林
業
関
係
施

設
の
整
備
充
実
、
矢
作
川
を
通
じ

た
様
々
な
交
流
事
業
の
展
開
な
ど
、

多
様
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
一

年
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

多
く
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
頂
き
な

が
ら
、
元
気
な
村
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
二
〇
二
七
年
の
開
通
を

目
指
す
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
の
五

月
に
国
土
交
通
大
臣
か
ら
Ｊ
Ｒ
東

海
に
対
し
て
建
設
指
示
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
事
業
が

大
き
く
動
き
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
当
村
に
お
い
て
も
、
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
通
や
、
三

遠
南
信
自
動
車
道
の
整
備
な
ど
、

こ
れ
か
ら
の
新
し
い
交
通
時
代
の

到
来
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
た
村

づ
く
り
を
進
め
て
行
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
、

平
成
二
十
四
年
に
お
い
て
、「
村
民

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え

運
営
す
る
村
づ
く
り
」、「
地
域
資

源
の
利
活
用
に
よ
る
産
業
の
創
出

と
、
雇
用
の
あ
る
村
づ
く
り
」、

「
村
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
や
福

祉
対
策
、
そ
し
て
生
き
が
い
の
あ

る
村
づ
く
り
」、「
教
育
、
文
化
、

子
育
て
支
援
の
充
実
し
た
村
づ
く

り
」、「
生
活
環
境
施
設
整
備
と
地

域
防
災
対
策
の
充
実
し
た
村
づ
く

り
」
の
五
つ
に
つ
い
て
具
体
的
な

方
策
を
講
じ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
昨
年
保

育
所
内
に
開
所
し
ま
し
た
「
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
充
実
や
、

村
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
や
福
祉
対

策
事
業
の
さ
ら
な
る
充
実
、
林
道

開
設
事
業
等
の
基
盤
整
備
事
業
の

充
実
、
様
々
な
交
流
事
業
の
充
実

に
加
え
、
大
杉
周
辺
整
備
事
業
に

も
着
手
し
、
地
域
資
源
の
活
用
に

よ
る
交
流
人
口
の
確
保
な
ど
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、「
高
齢
者

福
祉
施
設
の
整
備
計
画
」、「
山
村

留
学
制
度
導
入
」
に
つ
い
て
は
、

今
後
ど
の
よ
う
な
施
設
整
備
を
考

え
、
ど
の
よ
う
な
形
で
進
め
て
行

く
べ
き
な
の
か
、
あ
ら
ゆ
る
可
能

性
を
模
索
し
な
が
ら
、
根
羽
村
に

と
っ
て
最
良
の
方
策
を
見
出
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、「
山
村
留
学
制
度
導
入
」
に

関
し
て
も
、
ど
う
い
っ
た
視
点
で

こ
の
事
業
を
捉
え
、
そ
の
効
果
と

実
現
性
を
見
出
し
て
行
く
べ
き
な

の
か
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
し
っ
か

り
と
お
聞
き
し
な
が
ら
、
じ
っ
く

り
と
研
究
し
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
、
今
ま
で
以
上
に
村
民

の
皆
様
が
「
根
羽
村
に
住
ん
で
良

か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
村
」
と

な
る
よ
う
、
誠
心
誠
意
村
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
覚
悟
で
あ

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
平
成
二
十
四
年
が
根

羽
村
と
村
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
幸
多
き
年
と
な
る
こ
と
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
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根
羽
村
議
会
議
長

坂　

巻　

博　

文

　

平
成
二
十
四
年
の
新
春
を
迎
え

る
に
当
た
り
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご

健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し

三
陸
沖
を
震
源
と
し
た
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
九
・
〇
と
い
う
国
内
観

測
史
上
最
大
の
巨
大
地
震
、
太
平

洋
沖
の
大
津
波
に
よ
り
二
万
人
近

い
尊
い
命
が
う
ば
わ
れ
多
く
の
人

達
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

長
野
県
栄
村
に
お
き
ま
し
て
も
震

度
六
強
の
地
震
が
発
生
し
避
難
生

活
を
送
ら
れ
て
い
る
方
々
に
根
羽

村
で
も
炊
き
出
し
の
支
援
に
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
被
害
者
の
皆

様
に
は
本
当
に
つ
ら
く
悲
し
い
一

年
で
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　

世
界
経
済
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
端

を
発
し
、
金
融
不
安
と
超
円
高
は

産
業
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、

依
然
と
し
て
先
行
き
不
透
明
で
あ

り
ま
す
。
現
在
国
に
お
き
ま
し
て

も
景
気
回
復
の
た
め
の
諸
施
策
が

講
じ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

私
達
の
村
も
長
引
く
景
気
の
低
迷

や
少
子
高
齢
化
社
会
の
到
来
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面
し
、
村

づ
く
り
そ
の
も
の
が
変
化
し
て
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
特
に
根
羽

村
の
高
齢
化
は
大
き
な
問
題
で
あ

り
、
六
十
五
歳
以
上
が
四
十
三
％

を
超
え
て
い
ま
す
。
昨
年
の
根
羽

村
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
充
実
に

つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結

果
、
当
村
に
お
け
る
高
齢
者
入
所

施
設
の
建
設
が
必
要
と
思
う
方
が

七
割
あ
り
、
六
十
・
七
十
歳
以
上

で
は
七
十
五
％
を
超
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
独
り
暮
ら
し
の
方
は

介
護
を
受
け
ら
れ
る
入
所
施
設
が

で
き
た
場
合
、
七
割
以
上
の
方
が

利
用
し
た
い
と
の
結
果
が
出
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
結
果
を
踏
ま
え

高
齢
者
福
祉
施
設
検
討
委
員
会
を

設
立
し
、
施
設
が
で
き
る
と
し
た

ら
村
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
施
設

が
良
い
の
か
各
方
面
へ
の
視
察
な

ど
を
行
い
検
討
を
し
て
い
る
所
で

あ
り
ま
す
。
村
民
の
皆
様
の
ご
理

解
を
い
た
だ
き
、
な
る
べ
く
早
い

時
期
に
結
果
を
出
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
福
祉
の
充
実
に
よ
り

雇
用
の
場
と
し
て
根
羽
村
の
担
い

手
と
し
て
若
い
多
く
の
人
達
が

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
し
、
若
者
促
進
施

策
に
つ
な
が
る
こ
と
が
一
番
の
望
み
で
あ
り
ま

す
。

　

議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
議
員
定
数
削
減
に

つ
い
て
村
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
、

去
年
の
統
一
地
方
選
挙
に
お
い
て
定
数
十
名
か

ら
八
名
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
根
羽
村

で
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
に
必
要
な

こ
と
は
何
か
優
先
順
位
を
決
め
て
村
民
の
皆
様

と
一
緒
に
考
え
協
議
を
し
、
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
以
上
の
ご
支
援
と
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
に
と
っ

て
輝
か
し
い
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

テレビのデジタル化対応と高速インターネット環境整備が完了
【コメント】　ケーブルテレビ施設のデジタル化対応工事が完了し、今までどお
り長野県・愛知県の民放局の視聴が可能となりました。併せて村内全域で高速
インターネットが利用できる環境も整えました。

1

子育て支援センター開所並びに人形劇鑑賞を行う
【コメント】　10月19日に子育て支援センターを保育所に開設し、高森町子育て支
援センター宮島美代子さんをお迎えし記念講演を行いました。また、開所に先立
ち子育て支援の一環として人形劇鑑賞をしゃくなげで開催し好評をえました。

2

統一地方選挙が執行され、大久保新村長が就任
【コメント】　5期務められた小木曽村長が勇退され、大久保村長が就任。また、
今回から議員定数も減員され、8名の議員が当選されました。

3

信州大学農学部と産業振興や人材育成などで連携協定締結
【コメント】　信州大学農学部と森林や里山資源を活用して、産業振興や人材育
成などで連携する協定を結ばれ、原種ソバの生産試験や山菜をはじめ他の森林
資源を活用した新たな収入源の確保などにつて研究が始められました。

4

3月発生の地震災害被災者を支援
【コメント】　3.11東日本大震災で避難を余儀なくされた福島県の皆さんを1月18
日まで村内に受入れしました。また3月12日の長野県北部地震で被災された栄村
の皆さんに、3月15日、うどん・ソバ3,000食の炊き出し支援を行いました。

5

矢作川を通じた様々な上下流連携事業が実施される
【コメント】　植樹祭をはじめ、森林体験活動や観光会社との連携によるバスツ
アー等で多くの皆さんが来村して頂きました。

6

小児用肺炎球菌・ヒブワクチンを初めて接種する
【コメント】　生後2ヶ月から4歳までの乳幼児21人を対象として、要望のあった
幼児に全額公費負担で接種をしました。

7

飛騨荘川桜、飛騨臥龍桜、根尾淡墨桜を植樹
【コメント】　愛知慈恵会並びに桜守の方々のご厚意により、ネバーランドに17
本、村民グランドに5本の植樹を行いました。

8

第3回全国作業道研修会が根羽村で開催
【コメント】　全国源流の郷協議会の主催による「第3回全国森林作業道研究会」
が開催され、全国より50人の方々が参加して、簡易で耐久性のある作業路網の
整備方法や、根羽村での森林・林業の取り組みについて紹介が行われました。

9

根羽中学校がアンサンブルコンテストで金賞受賞
【コメント】　根羽中学校が飯田市で開催された地区大会で金賞を受賞し、南信
大会出場を果たしました。

１０

平成23年 根羽村十（重）大ニュース

平
成
二
十
三
年
度

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

事
業
の
実
施
に
つ
い
て

　

村
で
は
、
少
子
化
対
策
及
び
住
民
の
子
育
て
負
担
軽

減
策
の
一
環
と
し
て
、
保
育
所
で
の
通
常
保
育
に
加
え

午
後
四
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
の
延
長
保
育
、
未
満
児

保
育
、
休
日
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
保
育
所
に
勤

務
す
る
保
育
士
の
人
件
費
の
一
部
に
つ
い
て「
福
祉
サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
」
と
し
て
、
地
域
活
性
化
事
業
の
実
施

に
対
し
て
交
付
さ
れ
る「
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
」

を
充
当
し
て
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
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十
二
月
十
五
日
か
ら
十
二
月
二
十
日
ま
で
の
六
日
間
、

十
二
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

十
二
月
定
例
会

議会だより一

般

質

問

◆
原　

光
史
議
員

質
問　

外
国
資
本
に
よ
る
水
資
源

の
確
保
を
目
的
と
し
た
水
源
林
の

買
収
等
が
報
道
さ
れ
て
い
る
な
か
、

民
有
林
を
含
め
た
森
林
売
買
等
に

関
し
て
の
規
制
を
強
化
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
が
、村
長
の
考
え
は
。

回
答　

現
在
の
法
律
等
で
は
、
表

流
水
に
は
制
限
が
あ
る
も
の
の
、

地
下
水
等
に
は
制
限
が
な
く
、
ま

た
森
林
取
得
に
対
し
て
も
同
様
に

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
十
六
年
に
制
定
さ
れ
た
村

の
自
然
環
境
保
全
条
例
や
、
平
成

十
七
年
に
県
よ
り
森
林
整
備
保
全

重
点
地
域
に
指
定
を
受
け
、
一
定

規
模
の
開
発
行
為
に
指
導
が
で
き

ま
す
が
、
現
在
の
法
令
等
で
は
限

界
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
等

　

八
議
案
に
つ
い
て
審
議

条　

　

例

　

国
レ
ベ
ル
で
の
法
令
改
正
を
訴

え
る
と
同
時
に
、
村
の
条
例
へ
の

反
映
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

同
時
に
、
林
業
は
村
の
基
幹
産

業
で
あ
り
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆

様
の
森
林
へ
の
意
識
が
高
ま
る
よ

う
、
意
識
改
革
に
取
り
組
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

◆
根
羽
村
暴
力
団
排
除
条
例
の
制

定
　

暴
力
団
の
排
除
を
目
的
と
す
る

条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
根
羽
村
営
住
宅
使
用
料
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

現
在
、
建
設
中
の
上
町
定
住
促

進
住
宅
の
家
賃
が
定
め
ら
れ
ま
し

た
。

◆
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
改
正
に

伴
い
、
条
項
の
改
正
が
さ
れ
ま
し

た
。

予

算

◆
平
成
二
十
三
年
度
根
羽
村
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
五
号
）

　

子
ど
も
手
当
制
度
改
正
に
伴
う
、

電
算
シ
ス
テ
ム
改
修
経
費
等
に
よ

り
、
二
千
百
九
十
万
九
千
円
を
追

加
し
、
総
額
十
四
億
七
千
七
百
八

十
万
九
千
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
二
十
三
年
度
根
羽
村
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
二
号
）

　

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
の
増
加

に
よ
り
、
五
百
九
十
四
万
五
千
円

を
追
加
し
、
総
額
一
億
八
十
三
万

六
千
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
二
十
三
年
度
根
羽
村
簡
易

水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
二
号
）

　

濾
過
砂
の
更
新
費
用
の
増
加
に

よ
り
、
四
十
三
万
七
千
円
を
追
加

し
、
総
額
四
千
三
百
二
十
万
千
円

余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
二
十
三
年
度
根
羽
村
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
一
号
）

　

施
設
介
護
給
付
費
負
担
金
の
増

等
に
よ
り
、
六
百
六
十
五
万
千
円

を
追
加
し
、
総
額
一
億
四
千
七
百

九
十
二
万
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

請
願
・
陳
情

◆
介
護
職
員
処
遇
改
善
交
付
金
の

継
続
を
求
め
る
陳
情
書―

採　

択
―

◆
長
野
県
独
自
の
三
十
人
規
模
学

級
の
中
学
校
全
学
年
へ
の
早
期
拡

大
と
複
式
学
級
の
解
消
、
県
独
自

に
教
職
員
配
置
増
を
求
め
る
意
見

書
提
出
に
関
す
る
請
願
書

―
採　

択
―

◆
「
義
務
教
育
国
庫
負
担
制
度
の

堅
持
」
を
求
め
る
請
願
書

―
採　

択
―

◆
少
人
数
学
級
の
早
期
実
現
や
複

式
学
級
の
編
成
基
準
の
改
善
、
教

職
員
定
数
増
を
求
め
る
意
見
書
提

出
に
関
す
る
請
願
書

―
採　

択
―

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

平
成
二
十
四
年
一
月
五
日
、
根

羽
村
消
防
団
出
初
式
が
厳
粛
に
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
万
場
瀬

根
羽
給
油
所
の
（
有
）
根
羽
給
油

所
前
か
ら
し
ゃ
く
な
げ
ま
で
市
中

パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
式
典
が
し
ゃ
く
な
げ

で
行
わ
れ
、
久
保
田
下
伊
那
地
方

事
務
所
長
様
、
清
水
飯
伊
消
防
協

会
長
様
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
の

皆
様
に
ご
臨
席
を
賜
り
、
盛
大
に

開
催
で
き
ま
し
た
。
表
彰
で
は
根

羽
村
消
防
団
、
一
分
団
が
長
野
県

消
防
協
会
の
無
火
災
表
彰
を
二
分

団
は
飯
伊
消
防
協
会
無
火
災
章
を

そ
れ
ぞ
れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
「
火
の
用
心
三
唱
」

を
参
加
者
全
員
で
行
い
、
今
年
一

年
の
無
火
災
の
祈
念
と
お
互
い
の

防
火
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
し
た
。

消消消消消消消消消消
防防防防防防防防防防
団団団団団団団団団団

消
防
団　

出出出出出出出出出出
初初初初初初初初初初
式式式式式式式式式式

出
初
式

▲火の用心三唱

▲万場瀬からしゃくなげまでのパレードの様子
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申告（納税）相談日程
適 用時 間期 日

医療費控除、住宅控除、
農業等収支計算のある方

午前９時から
午後５時

２月２０日（月）

〃〃２月２１日（火）

〃〃２月２２日（水）

〃〃
２月２３日（木）

南　洞　地　区〃

北　洞　地　区〃２月２４日（金）

東　洞　地　区〃２月２７日（月）

中　央　地　区〃２月２８日（火）

西　洞　地　区〃２月２９日（水）

該当日に申告出来ない方〃３月１日～２日

〃〃３月５日～８日

申告相談のご案内申告相談のご案内
　今年も2月16日（木）から3月15日（木）まで（土・日曜日は休みです）

申告相談を行います。各地区の相談日は別表のとおりです。

　下表の日程で都合のつかない方は随時受付をいたしますので、お

早めに申告をお願いします。

　平成24年度分村県民税申告書には、住所（根羽村からで結構です）、

氏名、生年月日、配偶者、扶養者の氏名、続柄、生年月日、障害者の氏名

を必ず記入してください。（表の下段に氏名が記入してあります）

　給与所得者のみで年末調整済みの方、所得が全く無く村内にお住

まいの方の扶養等になっている方の申告は不要です。

※個人で営業、請負事業等をしている方は必ず申告をしてください。

　その他ご不明な点がありましたら、役場総務課までお問い合わせ

ください。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

平成23年分の確定申告について

公的年金等を受給されている方へ
～平成２３年度税制改正のお知らせ～

　公的年金等の収入金額の合計額が４００万円

以下（※１）で、かつ、公的年金等に係る雑所

得以外の所得金額（※２）が２０万円以下である

場合には、所得税の確定申告をする必要がな

くなりました。

■この場合であっても、所得税の還付を受け

るための確定申告書を提出することができ

ます。

■公的年金等に係る雑所得以外の所得があり、

その所得金額が２０万円以下で所得税の確定

申告が必要ない場合であっても、住民税の

申告が必要です。

○住民税に関して詳しいことはお住まいの市

区町村におたずねください。

※１複数から受給されている場合は、その合

計額です。

※２「公的年金等に係る雑所得以外の所得」

の主なものとして、給与や賞与などの「給

与所得」、個人年金や原稿料などの「雑所

得」、株式や出資の配当などの「配当所得」、

生命保険の満期返戻金などの「一時所得」

があります。

税に関する情報は国税庁ホームページ

www.nta.go.jp へ
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大
型
炊
き
出
し
器
六
台
を
購
入
し
ま
し
た

大
型
炊
き
出
し
器
六
台
を
購
入
し
ま
し
た

　

村
で
は
災
害
発
生
等
の
非
常
時

に
食
糧
の
確
保
を
図
る
た
め
平
成

二
十
三
年
度
市
町
村
振
興
宝
く
じ

の
助
成
を
受
け
、
八
十
五
型
炊
き
出

し
器
一
台
と
三
十
型
炊
き
出
し
器

を
購
入
し
ま
し
た
。

（
八
十
五
型
一
台
、

（
八
十
五
型
一
台
、

三
十
型
五
台
）

　
　

三
十
型
五
台
）

　昨年１２月１６日から２５日までの間、村内全域において住宅の戸締まり、車

輌の施錠状況等の防犯診断を防犯指導員が実施しました。結果を見てみま

すと前回に比べ住宅、車輌とも施錠無し件数は減少していますが、ゼロで

はありません。根羽村でも空き巣や盗難、車上荒らしの被害も発生してい

ます。犯罪は他人事ではありません。日頃から防犯意識を高め、犯罪に巻

き込まれないようにしましょう。

車　両　診　断住宅診断
地区名 施錠済みだ

が貴重品有
（Ａ）のうち
貴重品あり

（Ａ）のうち
キー付

ドアに施錠
なし（Ａ）

施錠済
み

診断総
数

未施錠
等

施錠済
み

診断総
数

0000454504545北洞計

0003596206262中央計

0001282963137東洞計

0002171921820南洞計

0013414404747西洞計

00191901998203211計

　

各
洞
等
で
炊
き
出
し
訓
練
を
実
施
す
る
場
合
に

は
是
非
こ
の
炊
き
出
し
器
を
活
用
し
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

※この診断は国県道や村道の住宅の密集しているところを中心に実施しました。

診断日：平成２３年１２月１７日から２５日

　　　　防　犯　診　断　結　果　表　　　　

防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防 犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯 診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診 断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断断 結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結 果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果犯 診 断 結 果
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　昨年は、1月から4月末までに 79 件もの火災が発生し、そのうち「たき火」などが原因で発生

したものが

43件で半数以上を占めました。これは、1月から4月までの降水量が前年に比べ半分以下であり、

空気が乾燥した状態が続いたことも要因として挙げられます。また、「たき火」などから燃え広

がった経過は、「火の粉が付近に飛んだ」「その場を離れた」「消し忘れた」など、「今までやっ
ていた」「これくらいなら」などと思うチョットした油断によるものです。

◎たき火などをする時は、次のことに注意して火災を起こさないようにしましょう。

★たき火などを始める前の注意
●周囲に枯れ草など燃えやすいものがない場所で行いましょう。
●空気が乾燥している時、風の強い時はやめましょう。
●水バケツなど消火の準備をしましょう。
●たき火などをする場合は、事前に最寄りの消防署へ届け出をしてください。

★たき火などをしている時の注意

●火が完全に消えるまでその場を離れないようにしましょう。
●火の粉が飛ばないよう少しずつ燃やしましょう。

★たき火などが終わった後の注意

●再び燃え出さないように完全に火が消えたか確認しましょう。

たき火火災ゼロ運動実施中　1月4日～4月30日

＜問い合わせ・届け出＞　平谷分署　TEL48－2011

林
業
退
職
金

共
済
制
度（
林
退
共
）

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た

が
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て

い
な
い
方
を
探
し
て
い
ま
す
。
以

前
、林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
が
、

自
分
が
林
退
共
に
加
入
し
て
い
た

か
わ
か
ら
な
い
方
に
つ
い
て
も
調

べ
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

最
寄
の
支
部
又
は
本
部
へ
お
問

い
合
わ
せ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
お
問
い
合
わ
せ
〉

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共

済
機
構

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

〒
１
０
５－

０
０
１
１

東
京
都
港
区
芝
公
園
１－
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【参考資料】

　平成23年1月1日から4月30日までの火災状況

　　●火災件数 79件（うち、たき火火災等43件）

　　●うち根羽村 0件（うち、たき火火災等　0件）
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根
羽
村
で
は
平
成
十
七
年
度
か

ら
矢
作
川
下
流
域
に
あ
た
る
愛
知

県
刈
谷
市
、
安
城
市
等
に
所
在
す

る
ア
イ
シ
ン
グ
ル
ー
プ
六
社
と

「
森
林
の
里
親
契
約
」を
締
結
し
、毎

年
、
森
林
整
備
を
推
進
す
る
た
め

の
協
力
金
を
い
た
だ
い
て
、
夏
と

秋
に
年
二
回
交
流
会
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
根
羽
村
で
は
こ
う
し

た
下
流
域
の
企
業
等
、
矢
作
川
流

域
の
住
民
と
一
体
と
な
っ
た
森
林

整
備
の
推
進
に
よ
り
森
林
の
公
益

的
発
揮
・
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
促
進
・
根

羽
ス
ギ
住
宅
の
建
築
推
進
・
根
羽

村
フ
ァ
ン
の
獲
得
に
努
め
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
矢
作
川
上
下
流
が

一
体
と
な
っ
た
森
林
整
備
の
推
進

や
企
業
と
の
交
流
活
動
の
た
め
に

「
森
林
づ
く
り
推
進
支
援
金
」
が

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
も
ア

イ
シ
ン
グ
ル
ー
プ
六
社
と
根
羽
村

主
催
に
よ
る
「
根
羽
村
親
子
わ
ん

ぱ
く
体
験
隊
」
夏
の
陣
と
秋
の
陣

が
、
そ
れ
ぞ
れ
七
月
二
十
八
日
、

十
一
月
十
三
日
の
二
日
間
に
渡
っ

て
開
催
さ
れ
、
総
参
加
者
数
約
三

五
〇
名
が
交
流
す
る
大
き
な
イ
ベ
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�������
�������

ココ
ミ
ュ
ニ
テ

ミ
ュ
ニ
テ
ィィ
助
成
事
業
に
よ
り

助
成
事
業
に
よ
り

櫓
を
購
入
し
ま
し
た

櫓
を
購
入
し
ま
し
た

　

今
年
度
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
補
助
金
に
よ
り
、
公
民
館

の
盆
踊
り
大
会
で
今
ま
で
使
用
し
て
い
た
や
ぐ
ら
を
、
ア
ル
ミ
製
の

や
ぐ
ら
に
新
し
く
し
ま
し
た
。

▲夏の陣　大人気の流しソーメン

▲秋の陣　楽しい木橋天板の色塗り

ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
交
流
会

に
参
加
さ
れ
る
ご
家
族
は
リ
ピ
ー

タ
ー
の
方
が
多
く
、
夏
の
陣
で
は

特
に
魚
つ
か
み
・
流
し
ソ
ー
メ

ン
・
木
は
が
き
等
、
秋
の
陣
は
色

塗
り
を
す
る
木
橋
づ
く
り
と
間
伐

体
験
、
最
後
の
焼
き
芋
プ
レ
ゼ
ン

ト
に
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。

　

秋
の
陣
開
催
の
際
に
は
、
根
羽

ス
ギ
住
宅
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
渡

し
、
ア
イ
シ
ン
グ
ル
ー
プ
の
御
家

族
の
皆
様
に
根
羽
ス
ギ
住
宅
を
建

築
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
呼
び
掛

け
ま
し
た
。
多
く
の
家
族
の
皆
さ

ん
が
根
羽
村
フ
ァ
ン
と
し
て
根
羽

村
の
自
然
を
楽
し
み
、
森
林
整
備

に
も
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
、
矢

作
川
上
流
域
の
水
源
の
村
、
根
羽

村
の
木
を
使
っ
て
住
宅
を
建
て
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　「働くってどういうことかわからない」「社会に出て行

くことが怖い」「周りの期待にこたえられない」なかな

か家から出られない方、時間がない方のために、ネット

相談を行っています。働くこと、就活に関する悩みごと

をジョブカフェ信州ホームページのメール相談窓口よ

り、メールでご相談ください。

http://www.jobcafe-shinshu.pref.nagano.jp

※平成２４年３月末日まで毎日、２４時間受付。対象は概ね３９歳
までの若年者となります。

厚生労働省長野労働局平成２３年度若年者連携事業

■お問合せ

　若年者地域連携事業推進センター
　株式会社コミュニケーションズ・アイ
　　長野労働局　ハローワーク　長野県
　　厚生労働省若年者地域連携事業委託団体

　TEL0263‐27‐5010
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